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Ⅰ　はじめに

　図書館は「社会機関」あるいは「社会制度」で
あると言われる 1）。「機関」であるか「制度」で
あるかはさておき，ここが「社会的な仕組み」の
もとで形成されていることに間違いはない。す
なわち，図書館はそれぞれの社会のなかでその
民族により作られ，育てられてきた。そうであ
るからには，その社会（国）の民族性が反映され
ているはずである。わが国では，アメリカやイ
ギリス，部分的にはドイツやフランス，中国の
図書館が主に紹介されてきた。いずれの国にも
図書館を作るためのそれぞれの努力があったは
ずであるが，他の小国については，ヨーロッパ
といえども，主として特定の地域のみ紹介され
てきただけであった 2）。こうした国々における
経験についても，わが国の図書館とその歴史を
考えるうえで重要ではなかろうか。
　本研究で取りあげるのはアイルランドの図書
館である。なぜアイルランドなのか，それは，
この国が中世期までは輝かしい写本文化の伝統
を持っており，そこの修道院図書館で育った学
者は各地，特にカール大帝のカロリング朝ルネ
サンスを支え，アイルランド地方の修道院図書
館で筆写されたラテン語の写本は，ヨーロッパ
各地（ザンクトガレン，その他）の図書館で今
なお貴重な資料として保存されているにもか
かわらず，16世紀から20世紀にかけての図書
館の発達が伸び悩んでいたように見えるからで
ある。1915年にカーネギー英国財団（Carnegie 
UK Trust）の依頼でまとめられた『アダムズ報
告』3）では，アイルランドの公共図書館が，イン
グランドはもとより，スコットランドやウェー
ルズの公共図書館と比べても，その数がはるか

に少ないデータが示されてあった。その理由に
ついて調べてみようと考えたのが本研究のきっ
かけである。
　もちろんのこと「発達が伸び悩んでいた」と
いうのは「試みがなかった」ことを意味するの
ではなく，図書館を設立する努力は続いてい
た。18世紀からは，文化団体の図書館，会員制
図書館，職工講習所の図書館といった各種図書
館がいくつかの都市で試みられてはいたが，そ
のほとんどは断続的であったか，あるいは短
命であった。なかには競売にかけられて姿を消
した図書館すらあった。現代的な図書館の設立
が活発になったのは，共和国が完全に独立した
1937年以降であるが，それ以後も「南」と「北」
は対立を続け，本格的な図書館システムと全国
的な協力体制の確立が遅れた。北アイルランド
とアイルランド共和国合同の図書館会議が開催
されるようになったのは1963年以降のことで
ある 4）。もちろん，イギリスやアメリカに在住
するアイルランド系市民からの寄付もあり，政
府もこの方面の文化政策には力を入れてきて
いるために，現在では，各都市の図書館コレク
ション形成は軌道にのっている。
　アイルランドで，何故このような事態が起
こっていたのか。図書館の発達が伸び悩んだこ
の国の一面は，その政治・歴史的背景，風土的
背景，宗教的背景，言語的背景，民族的背景か
ら検証できると考え，以下にその概要を記すこ
ととした。本論考のための基本文献となってい
るのは，アイルランド図書館に関する単行書と
論文（「参考文献」一覧を参照）であるが，アイ
ルランド史そのものに関する図書も多い。本研
究そのものがアイルランド文化史の一考察だか
らである。近年のこの国の図書館運動について
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は，参照できる文献も増えているが，まだ多い
とはいえない。 

Ⅱ　基本データ：統計

　アイルランドの図書館の発達過程において，
その発達がいかに伸び悩んでいたかについての
基本データをまず示しておこう。
  1850年にイギリス下院議会で成立し，課税（ペ
ニー・レイト）を資金源とした無料図書館を実
現させた「図書館法」は，アイルランドでも関
心を呼んだものの，都市の公共図書館が開設さ
れたのは，ダブリンが1884年，ベルファストが
1888年，コークが1892年，ウォーターフォード
が1896年であり，その多くは蔵書の規模が小さ
かった 5）。
　1850年より1909年までの10年ごとの公共図
書館の設立数は表１のとおりである。
　19世紀末からのアンドリュー・カーネギー

（Andrew Carnegie，1835-1919）の図書館事業
への寄付行為はアメリカとイギリスの図書館運
動を支えていた。表 1 の数字は，カーネギーの
支援による図書館を含んでおり，1897年からの
アイルランド公共図書館の数にはこの型の図書
館が含まれている 6）。

　次に各地方の人口（1911年当時）と図書館が
網羅していた都市人口の比率を表２に記す。
　他の地区では人口の46％以上が図書館の設
置されている地域に住んでいたのに対して，ア
イルランドでは人口の29％のみが公共図書館
の設置されている都市区域に住んでいたことに
なる。
　さらに，第一次世界大戦期における連合王国
の図書館員の年収についての統計も表３ にあ
げておこう。一部の図書館員を除き，アイルラ
ンドの図書館ではそれほど待遇がよくなかった
ことが分かる。
　前述の統計はいずれも19世紀後半から20世
紀前半にかけてのものであり，イギリスから分
かれて自治国となった1922年以後には，図書館
運動もわずかではあるが軌道にのっていた。し
かし，そこでもそれ以前のほぼ 2 世紀にわたる
傷痕が図書館活動の阻害要素となっていた。長
期にわたるこの低迷を説明しうる事情の一つ
は，宗教であり，農民を主としたアイルランド
国民の識字率（リテラシー）の低さであった。識
字率の低さは，図書館の利用に直結する。ここ
ではまず，人口の宗教別構成とその非識字率に
ついてアイルランド第二の都市コークとその周
辺郡部のケースを1861年および1871年の統計

表1　公共図書館の設立数（1850-1909年）7）

イングランド ウェールズ スコットランド アイルランド
1850-1859 18 − 1 1
1860-1869 12 1 1 −
1870-1879 38 5 5 −
1880-1889 51 5 9 5
1890-1899 121 17 15 8
1900-1909 125 29 42 12

表2　地方の人口と図書館が網羅していた都市人口の比率 8）

総人口 図書館設立地区の人口 全人口に対する比率
イングランド 34 ,194 ,205 21 ,103 , 317 62％
ウェールズ 2,025 ,202 938 ,303 46
スコットランド 4,760 ,904 2 ,403 , 283 50
アイルランド 4,309 ,219 1 ,245 , 766 29
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により見ておこう。
　表 4 で明らかなことは，1861年から1871年
の間にカトリック教徒の数は，市部と郡部では
減っているのに対し，プロテスタント教徒の数
は郡部では大幅に増加し，市部ではわずかに
減っていることである。識字率の低さは，カト
リック教徒の間で歴然であり，特に郡部で著し
い。とはいえ，主に農村部が占める郡部での識
字率が50％前後であったことは，19世紀後半
のヨーロッパではむしろ高いほうである。例え
ば農奴解放のあったロシアでは1894年の国勢
調査によると全国民の識字率は21.1％であっ
た 9）。これは，アイルランドでは農村部とはい
え教育に熱心な人々が多くいたことを示してい
る。

Ⅲ　基本データ：文献

　ケンブリッジ大学出版から2006年に刊行さ
れた『ケンブリッジ・イギリス・アイルランド
図書館史』10）におけるアイルランドの扱いを見
てみよう。全三巻（総計1990頁）のうちでアイ
ルランドが項目として取りあげられているの
は，第一巻22頁，第二巻 7 頁，第三巻23頁であ
る 11）。全体からみるとわずかな頁しかあてられ
ていないのに書名が「イギリス・アイルランド
図書館史」となっているのは，スコットランド
やウェールズは「連合王国」内であるのに対し
て，アイルランドは現在では独立の共和国であ
るためであり，しかも，歴史的なかかわり，す
なわち，20世紀以前の図書館史でアイルランド
を省略するわけにはいかないからであった。

表3　連合王国の図書館員の年収 12）

イングランド ウェールズ スコットランド アイルランド 総計
￡ 100 以下 33 11 25 19 88

100-200 37 9 5 4 55
200-300 33 2 7 1 43
300-400 25 4 4 − 33
400-500 16 2 2 − 20
500-600 31 1 3 1 36
600-700 10 − 3 − 13
700-800 9 − 1 − 10
800-900 13 − − − 13

900-1000 8 1 2 − 11
1000-1500 27 2 4 1 34
 1500-2000 23 1 1 − 25
2000-3000 16 − − − 16
3000- 41 1 4 2 48
図書館数 322 34 61 28 445

表4　5歳以上の非識字人口とその分布（括弧内はその地区の非識字者の割合）13）

カトリック プロテスタント
監督派教会 長老派教会 メソジスト その他

郡部 1861 202 ,296 342 67 98 43
（54 .0%） （11 .9%） （7.0%） （6.4%） （10 .8%）

郡部 1871 160 ,001 2 ,468 48 120 477
（45 .9%） （9.0%） （4.6%） （6.0%） （16 .3%）

市部 1861 21 ,686 875 34 34 34
（36 .8%） （9.1%） （4.5%） （4.4%） （4.6%）

市部 1871 19 ,830 502 38 23 55
（33 .7%） （6.0%） （4.3%） （3.6%） （6.0%）
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　もう一つの数値データをこの本からあげてお
こう。全三冊の巻末にまとめられた「主要参考
文献」の総数は2,211点であるが，そのうちでア
イルランド関係（はっきりとアイルランドと分
かるもの）は119点（約 5％）であった。その内
訳は第一巻（To 1640）に 20 点，第二巻（1640-
1850）に16点，第三巻（1850-2000）に83点であ
る。この119点の文献のうち，1945年以前に発
表されたものは28点であった。いかにアイル
ランドの図書館について取りあげる機会が少
なかったかこの数値は示している。これに反し
て，スコットランドやウェールズは，単独で，
もしくはイングランドと併せて取りあげるケー
スを含めると，きわめて多かった。
　三冊のアイルランド図書館史を扱った各章に
おける頁数のなかで気づくことは，第一巻（中
世）に対して，第二巻（近世），第三巻（現代）に
おける扱いが少ないことであろう。以下，各巻
が何を取りあげたかを調べてみた。
　第一巻には「中世初期のケルト・イギリスお
よびアイルランド」14）の章（22頁）があって，ア
イルランド図書館史の栄光の時代が扱われてい
る。中世ヨーロッパの混沌とした時期にひきか
え，アイルランドのキリスト教文化は，紀元 5
世紀以降，最高の繁栄を示していた。イングラ
ンドを経由してアイルランドに根づいたケルト
人の宗教文化は二つの方面で開花していた。そ
の一つはローマ帝国後期の学問を受け継ぐ学者
集団の輩出であり，彼らはヨーロッパ大陸にキ
リスト教の伝統を逆輸入して知られた。第二に
は修道院図書館の運営と写本の遺産であった。
ヨーロッパの図書館に渡り，現在に残された中
世写本の数はそれほど多くないが，それがアイ
ルランドでどのように作られていたか，写字生
はいかに訓練されていたかについての調査は近
年進んでいる。
　『ケンブリッジ・イギリス・アイルランド図
書館史』第二巻で扱われているアイルランドは，
項目にすると「ベルファストの地方図書館」15）

（7 頁）だけである。他に記述がないということ
は，17世紀半ばから19世紀半ばに至る 2 世紀

の間，アイルランドには図書館の記録がほとん
どなく，あったとしても各地でのいくつかの試
み程度であった事実を示していた。18世紀半ば
から19世紀にかけてベルファストに各種学会

（医学，自然史，哲学）が設立され，図書館が設
置されたのは，この都市が北海に開けた商業戦
略的な拠点であり，造船業を発達させ，商人が
都市の繁栄を支えたとともに，イギリスの資本
がここに投下されていたからである。市の評議
会は1882年に「公共図書館・博物館法」を採択
していた。
　第三巻での扱いはさらにはっきりしている。
ここには「アイルランド図書館の情景」16）（13
頁）と「アイルランド国立図書館」17）（10頁）の
二章がある。前者では，公共図書館は20世紀初
頭におけるカーネギー英国財団による建物のた
めの資金提供の刺激があるまで発達は限られ
ており，これを阻害していたのは，19世紀半ば
の記録的な飢饉であり，各都市での納税の実権
を握っていたイギリス人不在地主による，農民
の教養に対する反対意見であることが述べられ
ていた。この章の記述の大部分はカーネギー図
書館についての歴史である。1940年代にカーネ
ギー英国財団の資金援助が途絶えるとアイルラ
ンドの公共図書館は，その後の1960年代まで停
滞を続けていた。1940年代以降の活動について
この章では以下のわずか数行しか記載されてい
ない。その箇所を翻訳すると以下のとおりであ
る。

　 　「カーネギーの支援によるアイルランド共
和国の初期の公共図書館の発達は，『公共図
書館法』の採択に部分的な役割を果たした
1947年の『図書館評議会』の設立はあったに
せよ，1940年代後半のカーネギーの支援停
止の後には頓挫していた……ようやく，1960
年代の有利な経済環境のもと，共和国の図書
館の不十分な蔵書と予算に対する図書館評
議会の報告に従って，戦後の財政支援が行わ
れ，1980年代の景気後退の時期の予算削減は
あったものの，おおむね，順調な発達を続け
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た。一方，北アイルランドでは，1973年以降
に各カウンティとは別に 5 回にわたる教育・
図書館局の法律改革により，図書館の教育的
役割を高める措置が講じられていた 18）。」

Ⅳ　基本データ：国立図書館

　『ケンブリッジ・イギリス・アイルランド図
書館史』第三巻の「アイルランド国立図書館」の
章もまた，この国の発達の遅れを如実に示して
いた。
　ダブリンには，ヨーロッパで最も古い大学の
一つであるトリニティ・カレッジ（1592 年創
設）があり，ここにはエリザベス一世による大
学創設直後から図書館があって，1801年に納本
制度が確立されていたにもかかわらず，現在の
蔵書は約600万冊 19）（オックスフォード大学ボ
ドリー図書館の蔵書は約1200万冊 20））である。
貴族のために設立された最古の会員制図書館

「マーシュ図書館（Marsh’ s Library）」は，1707
年の創設という，イギリスの会員制図書館に先
行する存在であったが，今では歴史的な遺産で
あり，蔵書は300冊の写本以外には約 3 万冊が
あるだけである 21）。
　アイルランド国立図書館がこのダブリンの
地で開館したのは1877年であり，ここがアイ
ルランド共和国の法定納本図書館となったの
は，実に1927年のことであった。この図書館の
前身機関は創設1731年の会員制となるダブリ
ン協会であったが，1749年に王室の勅許を得
ていた。1830年代にダブリンのカトリック教
会司教のダニエル・マレー（Daniel Murray，
1768–1852）が会員に応募したが，申し込みは拒
否された。カトリック教徒が加入できる組織で
はなかったのである 22）。この事態を憂慮したイ
ギリスの下院議会により任命された特別委員
会は，ここのコレクションを全市民が利用でき
るアイルランドの「国立図書館」とするよう勧
告した。1877年に「ダブリン科学博物館・美術
館法（Dublin Science and Art Museum Act）」
が制定され 23），王立ダブリン協会は「国立図書

館・国立博物館」として発足したが，1900年に
はロンドンの農業技術省の庇護のもとに移管
され，技術資料を中心としたコレクションの強
化を図っていた。内戦の時期には図書館が一時
閉鎖されていたこともある。アイルランドが独
立した後の1924年に国立図書館はアイルラン
ド教育省の所轄下に入り 24），1927年には国内刊
行物の納本図書館となった 25）。1959年，資料の
保存スペース解決のため，隣接のトリニティ・
カレッジの敷地内に国立図書館も利用できる
閲覧室を建設し，資料は両図書館から送付でき
るようにする計画があったが，計画は翌年には
放棄された 26）。今度はダブリン・カトリック教
会の司祭がトリニティ・カレッジへの協力を
拒否したのである。カトリック教徒とプロテス
タント教徒（アングリカン教会）との対立はな
おも影を落としていた。1968年にアイルラン
ド教育省はバーミンガム大学図書館長のケネ
ス・ハンフリーズ（Kenneth Humphreys）をコ
ンサルタントとして招き，国立図書館の運営全
体についての報告書をまとめさせた 27）。この報
告書は刊行されなかったが，建物の問題の解決
を最優先の課題として勧告していた。さらに，
国立文書館との合併も問題としていたが，こ
れは実現しなかった。「国立図書館・国立博物
館」の監督官庁は何度か変わり，芸術・文化・
アイルランド語使用地方省の所轄となったの
は1992年であった。1989年には，館長のポスト
が公募され，初の女性館長パトリシア・ドンロ
ン（Patricia Donlon）が就任した。館長ドンロ
ンは，民間の刊行物であった全国書誌『アイル
ランド出版記録（Irish Publishing Record）』を
国立図書館による編纂とし，2004年からはこ
れを電子媒体による提供へと切り替えた。彼女
は 1992 年には『戦略計画 1992-1997（Strategic 
Plan 1992-1997）』を刊行して，この図書館の
コレクション・サービス・建築の将来構想を
発表した。2002年にこの図書館は近代アイルラ
ンドの二大作家であるウィリアム・バトラー・
イェーツ（William Butler Yeats，1865-1939〔詩
人〕）とシーン・オケーシー（Seán O’ Casey，
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1880-1964〔小説家〕）の個人蔵書も獲得して
いる。2005 年には「国立文化機関法（National 
Cultural Institutions Act）」が改定され（1997年
制定），国立の図書館，博物館，美術館は国家の
庇護のもとに独自な発展を保証された。こうし
て，約140年の歴史はあったものの，アイルラ
ンド国立図書館は波瀾に富んだ歴史のなかで揺
さぶられ続けていた。国立図書館に限らず，こ
の国の図書館は1960年代まで，すべてが安定の
基盤を持っていなかった。

Ⅴ　背景：政治

　19世紀アイルランドにおける図書館運動の
伸び悩みは，この世紀が「合同法」によりアイル
ランドがイギリスの完全な統治下にあり，イギ
リス当局がカトリック教徒を排撃していたこと
で説明できる。ここでまず，アイルランドの歴
史を振りかえっておく必要があるだろう。
　ケルト人がアイルランドに渡来したのは紀
元前 5 世紀であり，イングランドではその後サ
クソン人がケルト人を追い出していた。聖パト
リック（Saint Patrick，c.389-c.461）が，ローマ
教皇から布教を委託され，アイルランド島内を
巡回して各地にカトリック教会を建てたのは紀
元 5 世紀の前半であったが，この地ではすでに
奥地に多数の修道院が出来ていた。アイルラン
ドの学問と写本の伝統が知れ渡ったのはこの時
期であった。
　8 世紀末より10世紀にわたるデーン人（ヴァ
イキング）による略奪で，各地の修道院は破壊
され，修道士たちは写本とともにヨーロッパに
逃れた。11世紀に入りデーン人の勢力はアイル
ランド国内を統一したブライアン・ボル（Brian 
Boru，c.941-1014）の活躍によって弱まったが，
その後も国内の勢力争いや12世紀のノルマン
人の侵略によりアイルランド国内の荒廃はしば
らく続いた。しかし，外敵による侵略と破壊も，
島の東部海岸を拠点としたもので，豊かとはい
えない内陸部にまでは及んでいなかった。そこ
には政治的な統一はなく，16世紀からは統一国

家イギリスの影響が浸透しやすい状況に置かれ
ていた。
　16世紀に始まった宗教改革の波はイギリス
を巻き込み，カトリック教徒の拠点のフランス
とスペインに対抗していたチューダー王朝のヘ
ンリー八世およびその息子のエドワード六世
はプロテスタント教徒を保護し，特にヘンリー
八世は，カトリック教会の特権と財産を縮減し
て再分配するなど国内統治の強化に努めた。続
いてメアリー一世は，国内の反対を押し切って
スペイン皇太子と結婚，新教徒の弾圧に乗り出
したが，その治世は長くは続かず，ヘンリー八
世の娘エリザベス一世が即位し，スペインの無
敵艦隊を打ち破ると，ヨーロッパにおける勢力
均衡はイギリスにとって有利なものとなって
いた。エリザベス一世がイギリス国教会（アン
グリカン教会）の盟主となると，その勢力はア
イルランドにも及んだ。エリザベス一世により
ダブリンにトリニティ・カレッジが1592年に
創設されると，ここはイギリス国教会の拠点と
なった。トリニティ・カレッジは当初，カトリッ
ク教徒の入学を許さず，この禁制が解除された
のは1793年であった。
　17世紀と18世紀には，イギリス国王がさら
にアイルランドの支配を強めていたが，君臨し
た国王はプロテスタント教徒とカトリック教徒
が交互に即位していたため，アイルランドのカ
トリック教徒の農民は時期により息をふきかえ
したり，過酷な弾圧を受けたりしていた。カト
リック教徒がはっきりと弱い立場に立たされた
のは，18世紀のハノーヴァー王朝期であり，そ
れを決定づけたのは1800年の「合同法」による
アイルランドのイギリスへの併合であった。こ
うした17世紀以降の間に，土地はイギリスから
入りこんできた地主のものとなり，19世紀初頭
には，土地の大部分はイギリスの大地主の所有
となっていた。彼らの多くはイングランドに住
む不在地主であった。1840年代後半にはジャガ
イモの立ち枯れ病による飢饉の影響で，農村の
人口は半減した。一晩のうちに畑全体が真っ黒
になって，ジャガイモが全滅するという伝染病
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であった。特に西部の諸州での被害が大きかっ
た。農民の多くは国を捨てて国外に脱出した。
イギリスやアメリカへのアイルランド人の大量
移民はこの飢饉の結果であった。
　19世紀に入り独立のための民族運動が激化
し20世紀前半まで続いた。第一次世界大戦でイ
ギリスがドイツと交戦し，アイルランドの若者
の多数がヨーロッパ戦線に駆り立てられると，
民族独立の機運は1916年のイースター（復活
祭）蜂起により最高潮に達した。イギリスはア
イルランドから撤退することを決めた。それに
続く数年間は見解の対立する各派が争いを続
けた。1922年に「アイルランド自由国」として
イギリスから独立した時には，プロテスタント
教徒の多いアルスター地方（北部 6 州）は南部
とは袂を分かっていた。エール（アイルランド
共和国）が成立したのは1937年であり，続く第
二次世界大戦の間には中立を守ったものの，か
えって，ヨーロッパ諸国からは離反した立場と
なっていた。南北の二つのアイルランドの間で
は，その後も攻撃と破壊が繰り返された。

Ⅵ　背景：風土

　それほど高い山がない島国アイルランドは，
一年を通じて西風にさらされる。この島の西部
一帯は荒涼たる岩地であり，アラン島やモハー
の崖にみられる「おっかない美しさ（テリブル・
ビューティ）」28）を見せている。ここで勢いを止
められる西風は，海峡を隔てた東のイングラン
ドを保護していた。風はわずかな表土をも運び
去るので，農地は石積みの垣根で囲まれ，冬に
はバスが通れない場所もある。アイルランド農
民の貧しさは，こうした地理的な特徴に由来し
ていた。
　羊毛以外にさしたる産業もなく，わずかな穀
物生産はイギリスに輸出され，農民は18世紀よ
りジャガイモを主食とする以外に生きる手段は
なかった。北部のベルファストに織物と造船産
業が発達したのは18世紀になってからであっ
た。ジャガイモは痩せた土地にでも栽培できた

し，これといった農具は不要で，水と火さえあ
れば食料として生活を保てた。飢饉によりこの
主食が失われた19世紀半ばには，農民は国を捨
てるより他に手段がなかった。
  アイルランド人は法律で土地の所有に制限が
設けられていたが，不在地主の小作農であって
も，子どもたちの教育には熱心であった。子ど
もたちは主に「垣根学校（ヘッジ・スクール）」
と呼ばれる「青空教室」で学んでいた。見張り
の子どもを立てて，時には急遽場所を変えな
がら「垣根学校」は石垣で囲まれた農家の敷地
内で教育を続け，子どもたちは石板で文字を学
び，地面に文字を描いて記憶していた。こうし
て，アイルランド語（ゲール語群に属する）が伝
えられ，生徒によってはこうした学校でラテン
語までを学んでいた。18・19世紀に農村にあっ
たこうした学校は，農民の子どもたちの識字率

（リテラシー）を向上させていたが，ある意味で
は，日本の寺子屋に近い仕組みであった。
　1855年には，アイルランドにおいて「公共図
書館法」が成立したものの，1880年までに公共
図書館法を可決した町はスライゴーとダンドー
クだけであった 29）。いずれの地域でも図書館を
作るだけの余力がなかった。カーネギー英国財
団は『アダムズ報告』（1915）を受けて，二人の
アイルランド人に図書館の実情調査を依頼し
た。劇作家のレノックス・ロビンソン（Lennox 
Robinson，1886-1958）と図書館員のクルーズ・
オブライエン（Cruise O’ Brien）であった 30）。ア
メリカを含めカーネギー財団の支援は，自助努
力が認めうるケースにのみ建物に対する資金を
提供するものであった 31）。二人の報告は，現状
に対して否定的であった。特に農村の図書館に
対する支援は失敗であると率直に認めていた。
すなわち，農村には図書館施設を活用する余力
さえなかったのである。何とか開設にこぎつけ
た農村では，図書館の施設をまず市民ホールと
して，音楽会や様々な娯楽の催しに利用した。
飢饉に打ちひしがれた農民にとって，まず必要
なのは娯楽施設であった。図書館には本がほと
んどなく，図書館の担当者も，場所によっては
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鍛冶屋が受け持っていた。カーネギー英国財団
への報告が勧告していたのは，小説以外の本の
補給，および，常勤の図書館員の任命への支援
であった。これを受けて1923年に「アイルラン
ド学生中央図書館（Irish Central Library for 
Students）」が創設されることとなった。この図
書館は，ロンドンの「学生中央図書館（Central 
Library for Students［1931 年国立中央図書館
となる］）」の場合と同様，各地の公共図書館に
本を提供するための中央貸出機構であったもの
の，相違は，イングランドの場合には市民の教
育への自発的な意思をもとに設立されていたの
に対し，アイルランドの場合には社会的な惨状
を少しでも回復することを目的としていたと
ころにあった。結局，この島国は，ジャガイモ
の大不作により，農民の国外流失からの人口減
を招き，20世紀に入ってからも文化関連の施設

（教育・図書館）は衰退したままであった。
　1900年 1 月に雑誌『アイルランド農家（Irish 
Homestead）』に発表された「農村図書館の成
立に向けての百冊の本」という「推薦図書リス
ト」がある 32）。このリストで目につくのは，イ
ギリス型の教養書であり，スマイルズの『自
助論（Self-Help）』，および，リットン卿やマ
コーレイの歴史書であって，小説では，スコッ
ト，ゴールドスミスの作品や『宝島（Treasure 
Island）』，『 ア ン ク ル・ ト ム の 小 屋（Uncle 
Tom’s Cabin）』，『不思議の国のアリス（Alice 
in Wonderland）』などが並ぶ。アイルランド人
作家のものとしては，イェーツの詩集があり，

ダグラス・ハイド（Douglas Hyde，1860-1949）
の『アイルランドの文章史（A Literary History 
of Ireland）』はあるが，全体としてはイギリス
の伝統の鼓吹であった。アイルランド語の本は
一冊もなく，この時期にはすでに英語が農村で
も農民の主要言語となっていたことを知ること
ができる。

Ⅶ　背景：宗教

　19世紀のアイルランドにあって，農民の大多
数はカトリック教徒であり，小作農が多かった
彼らを支配していたのはプロテスタント教徒の
地主であって，その多くはイングランドに住ん
でいた。
　ここで，再びコークとその周辺地区の宗派別
人口の比率の例をあげてみよう。
　表 5 より人口の圧倒的多数（特に郡部）がカ
トリック教徒であったのが分かろうし，カト
リック教徒の人口が1861年から1871年にかけ
て減っているのに対し，プロテスタント教徒は
宗派によりむしろ増えていたことが分かろう。
　宗教の対立が言語や教育，図書館などの文化
的な要素にどのような影響をもたらしていたか
について，いくつかの事例をあげておこう。
　その第一は，トリニティ・カレッジの図書館
である。エリザベス一世により1592年にダブリ
ンで発足したこの図書館は，プロテスタント教
徒の教育機関であり，カトリック教徒は排除さ
れていた。1637年の規約では，志願者は入学に

表5　宗派別人口とその比率 33）

カトリック プロテスタント 総計監督派教会 長老派教会 メソジスト その他　
郡部 1861 426 ,894 32 ,822 1 ,118 1 ,760 2 ,103 464 ,697

（91 .8%） （7.1%） （0.2%） （0.4%） （0.5%） （100%）
郡部 1871 400 ,905 31 ,297 1 ,216 2 ,228 2 ,788 438 ,434

（91 .5%） （7.1%） （0.3%） （0.5%） （0.6%） （100%）
市部 1861 67 ,148 10 ,632 881 893 567 80 ,121

（83 .8%） （13 .3%） （1.1%） （1.1%） （0.7%） （100%）
市部 1871 66 ,716 9 ,196 1 ,028 718 984 78 ,642

（84 .8%） （11 .7%） （1.3%） （0.9%） （1.3%） （100%）
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際して宣誓することを義務づけられており，カ
トリック教徒の地主の子弟はフランスかスペイ
ンで学ばざるをえなかった。1793年に議会はこ
の規制を緩める決議を下し，カトリック教徒も
入学できるようになった 34）。しかし，1873年に
アイルランドの大学を一本化しようとする法案
がグラッドストン（William Ewart Gladstone，
1809-1898）により議会に提出されるとカトリッ
ク教会の反感を買うことになり 35），1875年には
カトリック大司教がカトリック教徒のトリニ
ティ・カレッジへの入学反対の立場をとるよう
になった 36）。カトリック教会がトリニティ・カ
レッジへのカトリック教徒の入学を正式に認め
たのは1970年である 37）。
　公共図書館界でも同様な確執が起こってい
た。アダムズ教授の勧告を受け，カーネギー英
国財団は，アイルランドの公共図書館の支援計
画をアイルランド側に任せるべく，10名の委員
からなる「アイルランド諮問委員会」を1921年
にダブリンで創設した。しかし，この委員会の
事務局長であった劇作家のレノックス・ロビン
ソンが反カトリック系の雑誌に短編小説を発表
したため，カトリック教徒の委員が辞意を表明
し，委員会はこの後に分裂した 38）。
　いずれの種類の図書館でも重要な職務となる
資料選択にあっては，宗教観の対立が深刻な結
果をもたらしている。宗教書はいずれかの傾向
を示すのがごく当然のことなので，資料の選定
が難しい。特にカトリック教徒を利用者とする
図書館では，離婚や不倫や堕胎を扱った小説な
どは禁止の対象となっていた。
　1922年のイギリス＝アイルランド和平協定
をめぐり，アイルランドの独立派とイギリスの
統治派との間に激しい争いが起こり，結果とし
て，南部の26州は「アイルランド自由国」を，
北部の 6 州はイギリスに所属する「北アイルラ
ンド」を宣言して，両者は対立した。カトリッ
ク教徒を主体とする「自由国」はその後に「アイ
ルランド共和国」となり，プロテスタント教徒
の多い「北アイルランド」はこれに対抗した。こ
の間，都市の市庁舎にあった公共図書館のいく

つかは，戦火にさらされ，破壊されていた。南
北の対立は第二次世界大戦後まで続き，特に北
部の都市ではゲリラ戦の影響もあり公共建築も
犠牲となっていた。

Ⅷ　背景：民族と言語

　アイルランドの言語はアイルランド語と英語
であり，市街地の標識のほとんどはこの両国語
で書かれているが，アイルランド語を話せる市
民はきわめて少ない。イギリスの進出により，
祖先の言語は次第に失われ，今ではこの島国の
西部の限られた地域（ゴールウェイ地方その他）
で使われるのみである。アイルランド語による
出版も少数となり，ダブリンにはこの言語の出
版物を扱う古書店もほとんどない。わずかにア
イルランド国立図書館や大都市の公共図書館が
コレクションを抱えているだけとなっている。
特に農村では，19世紀まではアイルランド語
による教育が行われており，安価な教科書も出
回っていた。こうした教育が，飢饉に見舞われ
た西部の農村地帯で下火になると，アイルラン
ド語の使用もしだいに減少していった。
　自国の言語の消滅を憂えて，その普及運動
が19世紀後期に展開された。運動の理論的指
導者は言語学者のダグラス・ハイド（Douglas 
Hyde，1860-1949）であり，実践グループはダブ
リンのアベイ劇場を拠点とする文学者および俳
優のグループであった。「アイルランド文芸復
興」と呼ばれるこの活動の主なメンバーは，劇
作家のグレゴリー夫人（Lady Isabella Augusta 
Gregory，1852-1932）およびジョン・シング

（John Millington Synge，1871-1909），舞 台 女
優のモード・ゴン（Maud Gonne，1866-1953）
その他であった。とはいえ，この運動も，19世
紀後期の民族主義者たちによる独立への希求と
それへのイギリス政府の弾圧のなかで途絶えて
いった。ちなみに，グレゴリー夫人は熱心な図
書館運動の支持者であり，カーネギー英国財団
アイルランド委員会のメンバーであって 39），自
費による農村図書館の普及活動の実践者でも
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あった。
  19世紀アイルランドの民族主義者にあって，
皮肉なのは，彼らの多くがイギリス生まれかあ
るいはイギリス人の家庭で育っており，その多
くはアイルランド語に秀でたわけではなかっ
たことである。「イースター蜂起」で主役を演
じ，処刑されたジェームズ・コノリー（James 
Connolly，1868-1916）およびパトリック・ピ
アース（Patrick Henry Pearse，1879-1916）は
ともにスコットランドのエディンバラで生ま
れていた。政治家として独立運動の先頭にた
ち，議会でイギリスの宰相グラッドストンに
対し「アイルランド自治」を互角に主張して
いたチャールズ・パーネル（Charles Stewart 
Parnell，1846-1891）は，アイルランドの地主
の息子であったが，ケンブリッジで学び，既婚
のイギリス人女性とのスキャンダルで失脚し
ていた。ヴィクトリア女王（Queen Victoria，
1819-1901）から爵位を授けられたが，第一次
世界大戦時に「反逆者」として爵位を剥奪され，
処刑されたロジャー・ケイスメント（Roger 
Casement，1864-1916）は北アイルランドのプ
ロテスタント系地主の息子であった。女性の
活動家モード・ゴンにいたってはアイルラン
ド駐在のイギリス人将校の娘であり，もう一
人の活動家で「イースター蜂起」に参加してい
たコンスタンス・マルキエビッチ（Constance 
Georgine Markievicz，1868-1927）は，北アイル
ランドの地主の娘であったが，父はアイルラン
ド貴族，母はイギリス貴族の娘であって，ポー
ランドの没落貴族の画家と結婚し，彼の影響の
もと民族の独立を志すようになっていた。政治
家パーネルと外交官ケイスメントは特に読書
に縁のない人たちであった。著名な人物のなか
でアイルランド語を話せたのは，19世紀前期
の民族主義者ダニエル・オコンネル（Daniel O’
Connell，1775-1847），および，独立戦争期に仲
間の裏切りで射殺された，貧農出身のマイケ
ル・コリンズ（Michael Collins，1890-1922）そ
の他であった。
　2 世紀以上にわたるイギリス人の支配と，自

然の災害という不幸な事態のため，アイルラン
ドの文化は停滞を余儀なくされたが，国内戦争
を経て1937年にエールとして独立したこの国
は，第二次世界大戦後には，独自の国作りと文
化の普及に取り組んでいた。外国資本を誘致
し，産業の育成を刺激して，自動車産業，水産
物加工，電子機器産業の振興に力を注いだ。教
育制度と図書館活動も新たな出発を開始してい
た。その意味では，アイルランドの図書館の真
の発展はその後の時期ということになる。その
なかで，アイルランドの図書館はいくつかの面
で優れた成果を残していた。

Ⅸ　現代の図書館

　近年のアイルランドの図書館にはいくつかの
際立った特徴が見られる 40）。それはこの国の不
幸な歴史に関連しているとともに，図書館がこ
の国の民族意識の象徴であった点を示していた
からであろう。
　第一に目立つのは，児童図書館の普及であ
り，この国がいかに将来を担う子どもたちの教
育に期待しているかを示している。地方都市

（コーク，キラーニー，ウェストポート，ウォー
ターフォード，その他）の公共図書館では，児
童部門がむしろ図書館サービスの中心となって
いるとの感がある。施設としても，利用者の態
度としてもそれが見受けられる。児童図書館の
コレクションは政治や宗教からは切り離されて
存在しうるものであるがため，ここに力が注が
れ，市民もそれに賛同し参加していると言いう
る。コレクションの中心をなしているのは，ア
イルランドはもとより，イギリスとアメリカの
児童書，ならびに，諸国からの翻訳作品である。
これらは，原画と製本の面から見ても，値段と
してはかなり高価であるが，その教育的な意義
を認めているためであろうか，資料購入費をい
とわない姿勢がここに示され，コレクションは
整備され，新刊のまま利用者に提供されている
かにみえる。
　第二に認められるのは，音楽関連資料の重視
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である。大規模な図書館でも町の小規模な図書
館でも，楽譜と音声関連の資料コレクションと
その貸出にはきわめて積極的であるように見え
る。何世代にもわたり引き継がれてきたアイル
ランド人の音楽好きの伝統は知られた事実であ
り，ビートルズの音楽のルーツも彼らの祖父母
たちの音楽にその源泉があった。この方面のコ
レクションは他の国と比較しても遜色なく豊か
であることに気がつく。
　自国の文化遺産の保存に熱心なことも，いず
れの国にもあるにせよ，特にイギリスによる圧
政という不幸な過去を持つこの民族の悲願で
あったことは確かであり，それは，国立図書館
における詩人イェーツ，劇作家ジョン・シング，
作家サミュエル・ベケット（Samuel Beckett，
1906-1989）関係のコレクションに見られるし，
過去の民族運動の歴史を示す資料はどの図書館
でも競って収集している。アイルランド大主教
マーシュ（Narcissus Marsh，1638-1713）の図
書館が受け継がれ公開されているのもその現れ
であった 41）。
　図書館をめぐるこうした活動は，アイルラン
ド人の知識への信念と教育への確信に基づい
ていた。アイルランドの地方に見られる地主た
ちの石の塔は，風雨から蔵書を保護する手段で
あったと言われている。北アイルランドのダウ
ン州を出て，勉学のためオックスフォードに
行ったブロンテ姉妹の父親は典型的なアイルラ
ンドの若者であったし，自分たちだけで身を立
てるべく，職工講習所の図書館から借りた本で
勉強した娘たちもまた，アイルランド魂を継い
でいた 42）。富裕な商人が築いた東洋絵画・印刷
コレクションの「チェスター・ビーティ図書館

（Chester Beatty Library）」を買いあげて国有
財産にしたのもこうした動きの一つであった。
　最後に，北アイルランドの図書館についても
述べておかねばならない。ベルファストにはす
でに18世紀から宗教団体の図書館が発足して
いた。ここは，ノース海峡を隔ててイギリスに
向きあい，産業革命を受けて，綿織物の工業都
市を発達させ，新大陸への輸出港となって，造

船業も発達し，19世紀にはアイルランドでも有
数の豊かな都市となっていた。税金による公共
図書館の設立は1888年であったが，カーネギー
英国財団の支援による北アイルランドの公共図
書館の設立運動も成功していた。南部のアイル
ランド自由国と袂を分かって独立した1922年
には「公共図書館法（北アイルランド）」を成立
させ，北アイルランド政府の教育省図書館委員
会は全土にわたる公共図書館の普及に乗り出し
た。図書館関連の委員会報告が次々とまとめら
れ，図書館サービスは実行段階に移行した。こ
れを背後から支えたのは，1964年の『ホーント
委員会報告（Hawnt Report）』で，北アイルラン
ド全体にわたる図書館網の整備を勧告して，ベ
ルファスト中央図書館は公共図書館のクリアリ
ングハウスに位置づけられた。さらに，1965年
に図書館司書養成を開始したベルファストのク
イーンズ大学は，資格を持つ図書館員を輩出す
るようになった。こうして，連合王国に編入さ
れた北アイルランドは，特に大学図書館および
公共図書館の普及により，急速にスコットラン
ドの水準に追いついていった。

〔付　記〕
　本稿は2015年度阪南大学産業経済研究所助成研究

（C）「イギリス図書館思想の研究」における研究成果の 
一部である。
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